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【 １ 学期終業式 式辞  】 

新年度がスタートした始業式、中学生になった入学式で、学校目標『自ら考え、行動し、未来を創

造できる生徒の育成』を実現するためにしっかりと心に留め、実践してほしい３つのお願いしました。

１つ目は「目標をもつ」、２つ目は「自分から先にあいさつをする」、３つ目は「全力でやりきる」

でした。３年生は修学旅行、２年生は、トライやるウィーク、１年生は、林間学舎に向けての準備を

軸に、学年が向かうところ、クラスの向かうところをしっかりと見定めて、何事も、前向きにとらえ、

一生懸命取り組むことができていました。学校というところは、学ぶするところです。ただ、学力向

上だけが学びではありません。学校という道場だからこそ、多くの人と出会い、切磋琢磨
せっさたくま

しながら人

としての成長をする場所なのです。1学期の出会いや、つながりが、2学期には深まり、絆となってい

くことを目標に、夏休みは“自分磨き”をしてください。明日から３９日間の長い夏休みに入ります。

授業はありませんが、みなさんの心と体、頭脳の成長が止まるわけではありません。部活動などで、

体を鍛える。夏の課題や興味のあることに懸命に取り組んで頭を鍛える。そして、読書や旅行、家事

手伝いなど夏休みにしかできないことや体験を通して、心を鍛えてください。１学期の振り返りでで

きたことはさらに伸ばすことと、反省点や課題は２学期に向けて克服するための努力が必要です。そ

して、夏休みにしかできない大切な時間を使って、普段の生活ではできない、たくさんのことに挑戦

してください。特に今年は、2024パリオリンピック、パラリンピック

が開催されますので、日本チームの応援を通して、世界の舞台に立つ

人達の人生にかけるものや生きる姿勢からたくさんのパワーをもらい、

学んでほしいと思います。もちろん家族と過ごす時間も大切にしてく

ださい。 

最後に、３年生のみなさんにとって、この夏休みは、受験生として勉強をしなくてはなりません。

ただ、『何のために』を明確にすることが最優先です。来年の４月には、どこで何をしているのでし

ょうか？ 義務教育が終わるその先の自分の身の置き場所には、どんな目的があるでしょうか？  



 

じっくりと「考える、調べる、行動する」夏休みにしてください。気になる進学先候補は、その学

校へ実際に行って、「みて、感じて、知ること」です。最終的に、進学先は、自分で決めるものですから、

自分自身でフィーリングを確かめなければなりません。自分の人生において、初めての選択となりま

すから、オープンスクールや、説明会に積極的に参加して、高校の先輩方や先生方から直接話を聞い

たり、施設を見学したりして、見聞を広めてください。2年生のみなさんは来年、1年生のみなさんは

再来年。みなさんも3年生になります。中学校卒業後の居場所は自由ですが、自分の手でつかなければ

なりませんから、自分事として、今何を頑張らなくてはならないかを、自ら考えて、行動できる夏を

意識して過ごしてください。 

それでは、８月２８日水曜日。ひとまわり大きく成長したみなさん全員が、元気に登校することを

期待しています。 

【 校内掲示物は、１ 学期のあしあと。そして、愛 】 

荒牧中学校には、校内掲示物がたくさんあります。クラスや、学年、行事、学校

紹介、ROSEタイム、部活動、そして、いきいきとした生徒の写真などです。ひと

つひとつ立ち止まって読んだり、眺めたりするのですが愛を感じます。思いやりが

いっぱい詰まっているのです。だから、掲示物に落書き等のいたずらをする人がい

ません。安心して掲示物や写真の貼れる学校は、素晴らしい学校です。安心して過

ごせる環境を全校生徒でつくっているということです。作った人の心を生活してい

る人が温かく受け取るから、掲示物が大切にされるのです。みなさんの力で素晴ら

しい環境をつくってくれて、ありがとう。 

【 阪神大会から全国大会目指して、大切にしてほしいこと３ つ 】 

１．『総体に向けて思う気持ち』を大切にして、全力で、やりきってください。 

２．『最後まで諦めないこと』絶対に最後まで諦めない姿勢を大切にしてください。 

３．『全てに感謝』ここまで支えてくれた、仲間、後輩、家族、先生方、地域の方々

など、大会の舞台に立つことができることに、心から感謝してください。 

  出場する人も、応援する人も荒中生の誇りをもって、自分の   

すべきことに全力発揮してきてください。 



 

 


